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てつなぎ 
保健だより 

 ７月を迎え、日ごとに暑さが増してきました。暑さで食欲がなくなり、きちんと食事を

とれていない人はいませんか？食事のバランスが崩れると、体力が低下し、熱中症の 

リスクを高めます。暑い時こそ、バランスのとれた食事が大切です。 

 暑さに負けない体を作り、夏を元気に乗り越えましょう。 
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熱中症 予防と対策 熱中症の応急処置は「FIRE」で覚えよう 季節の症状 

医療特集 - 病院検索ｉタウン (itp.ne.jp) 

6 月の様子 

  今月は 0.1 才児クラスで手足口病、1 才児クラスで水ぼうそうのお子さんが出ました。

1 才児の手足口病に関しては感染が広がり、保健所報告をしております。しばらくの間は

お子様の身体に発疹がないかご自宅でも確認をお願いします。また、その他ではどのクラ

スも発熱のお子さんが多く出ました。季節の変わり目で、日中の暑さに身体が慣れず体調

を崩しがちです。疲れや体調がいつもと違う様であればゆっくり休むようにしましょう。 

                                （山﨑 弘美） 

虫刺されを予防するには？ 

薄着での外出を避け、虫よけスプレーは必携 

人を刺したり咬んだりする虫は、どこにでもいますが、 

特に草むらには多く生息しています。アウトドアでの 

レジャーや庭仕事のときは、薄着になりすぎず、ある 

程度皮膚を覆う服装を心がけましょう。特に夏は皮膚を 

さらしている面積が広いうえ、虫の活動は活発になり 

ます。草むらや山に出かけるときは、肌の露出した部分に 

虫が嫌う成分が配合された虫よけスプレーをつけておくと 

いいでしょう。また、汗をかくと有効成分が流れて効果を 

発揮できませんので、虫よけスプレーを携帯しましょう。 

 

ハチ対策は、洋服の色にもご用心 

特に夏から秋はハチの活動が活発になる 

時期ですが、ハチやハチの巣に遭遇したら、 

なにはともあれ刺激しないことが大事です。 

あわてず静かにその場を離れます。 

スズメバチやミツバチなどは黒いものに 

寄ってくるといわれているので、野山に行く 

ときは、黒や濃い色の服装は控えましょう。 

また、ハチはにおいのするものを攻撃する 

性質があるので、香水やにおいの強い化粧品 

整髪料などの使用も避けてください。 

 虫さされの予防｜くすりと健康の情報局 (daiichisankyo-hc.co.jp) 

https://medical.itp.ne.jp/iryou/kisetsu-shoujou/necchuushou/
https://medical.itp.ne.jp/iryou/kisetsu-shoujou/necchuushou/
https://www.daiichisankyo-hc.co.jp/health/symptom/23_mushisasare/index3.html#d01

